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【活動の基本情報】 
 参加学生数：13 名 
           （1 年生：8 名、2 年生：4 名、4 年生：1 名） 
 活動期間：2023 年 6 月～ 
 担当教員：佐野楓 
 

1．活動実施の経緯 

 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」登録 20 周年を
2024 年に迎えるにあたり、世界遺産に対する理解を深め
るとともに、地域事業者との交流等を通じて地域課題を
理解し、20 周年を盛り上げる事業を立案する。 

 

2．活動の内容 
 事前学習では熊野地域の知識や課題を学んだ。現地学習では全体で世界遺産について講
和等で詳しく学び、現地体験及び観光事業者との交流等を行った。事業の案出しを行った。
現在の事後学習では現地学習の内容をブラッシュアップし成果物として残すことや、PR
ツールの作成を行っている。 
 

3．活動を通じて 
 現地実習においては、新宮・本宮・那智勝浦の 3 つの地域に分かれ活動した。共に熊野
古道の世界遺産 20 周年イベントを盛り上げる、京都産業大学と熊野観光協会の方々との
顔合わせも兼ねての取り組みであった。活動の中で、熊野三山の土地についての見解を深
めることができた。また、地域の方から熊野古道に対する思いも、取材を通して知ること
ができた。特に印象的だったのは、熊野古道を地元住民が日常的に散歩コース等として利
用していることだ。住民たちからも、かけがえのない存在として愛されていることが読み
取れた。また、最終報告会に向けての準備を進めるにあたり、印象的だったのは、現地実
習に参加した者と参加できなかった者との視点の差だ。現地実習に参加した者は、自身が
体験したことを元に「現地実習では、ガイドさんが〇〇が有名だと言っていたから組み込
もう」といったような、熊野を巡り歩いた経験から出た意見が多く出ていた。しかし、参
加しなかった者は上記の意見とは違い「このお店は以前テレビにも出ていたから取り込ん
だ方が良い」といった、行った者が忘れがちになる視点から切り込んでくれることが多く
あった。これは、ある意味熊野に対しての印象がまっさらであるからこそ得られた意見だ
と感じた。この意見は、全体の考えが行き詰まった際、新鮮な視点を得るきっかけにもな
った。  

和歌山県新宮市、田辺市本宮町、東牟婁郡那智勝浦町 
世界遺産登録 20周年プレイベント 
世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を学び、 

熊野を盛り上げよう。 
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4．成果ポスター 



2023年度 LPP合同活動報告会 実施報告 

 

  

和歌山県新宮市、田辺市本宮町、那智勝浦町 
テーマ：世界遺産登録 20 周年プレイベント 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を学び、熊野を盛り上げよう。 
 報告では、私たちの一年の活動内容についてと、実際にどのようなイベント案が出たのか
について話しました。一年の活動内容については、事前研修で熊野三山などの地域について
勉強し、どのような方向性でイベントを行っていくのかを考えました。夏季休業中に行われ
た実地研修では、京都産業大学の学生とともに新宮市、本宮町、那智勝浦町に行き熊野三山
観光協会様のご協力の元、地域の方との交流やヒアリングを通して事前に考えたイベント案
と地域の人の声などのすり合わせ、ブラッシュアップを行いました。これらでできた大枠を
12 月に行われた最終発表会に向けて企画を考えました。最終的に「デジタルスタンプラリ
ー」の案が通りましたので来年度のイベントに向けて準備を重ねていきます。自分たちの一
年間の活動を言語化するのはとても良いアウトプットとなりました。LPP のメンバー一同さ
らに来年度へのモチベーションアップにもつながったと考えています。 


	kumanosanzan_2023_lpp-report
	熊野三山



